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炭化7k貴ガス9雛分解/Zよソ生嫉さJtる宗相鵬 カ ,ー+ltン･フアイ,ト (∇古CF)は
-破 り匹N′ P;Tch 筈カーボ ン･7アイバ ーと比教L･て埴d)I,6,iL甥鋤 LJLi壬為して針 ノ,
2800-3000℃こ.無籍理 して堵 られるグう77イト77イハい-(G･p-RgOO′3000)E3HO
PGLZ鴎 Lた紹畠性ま為して劣ソJインタ 7ーh -I,冒-,卑勅として東凍て･濁 るo二二
て･は 76･C･Fを3OOOoCご顛処理 して碍 ら祁る年F-3000を掃い て長手 と繊線状層固化合
勤(F･tbγousGサaPh;1eエnleJyCaEaTlonComFXRJnds,匝エC)をK,/威し,温度差電池C増 額耕
監 芸雷芸諾 芸'L宗を1.1cT霊長競 芸 三諾 完{i97Ao;禦 ;f5'P,?a(.2,(3警 雪盲
三と増連は 如 た勺pe41机 電池 乞田- ′て好一30009膚
極り布か 性や@,:tf長捧メ17二ズLlt之つLjZ検討L75,4緒 を
叡尊する｡
第⊥PLてJ周 再巧pe絹 池と斤tl･電池窓嵐 晒 熱性
ガラスで塙威 し′ Cq,C｡にはBγ2-F･牛工Cをi･Ogす､
つ芝わき■弟棄てんす急｡乏しZ′e,yAC3.ら安食%)そ蘭
和 Lf7締 γ10./.71(溶液をノ曹解液と L Z②Lヱ注入する｡ ③
は 67ヱガス新教ブリッジEt･蔓る ｡ 聯 鋸 被うジャケ･/トL乙
は一定温厚f欄 乃木fz温火(Th.･ghつ ′ 吟,k(TJo〟)を'i鰯
させ , 声癌と一兵過度差L'て僻 フ｡そり,*男高温部げan｡deノ







Th;gh;ワOoC う希倖7･Vo.｡ガ十分 IL安東Lた状整そ有 フ
fl ｡ 一顧 巧@,池田雇′如腎が啓ezr稗 田kiJLIL乙害し- ,車.こ
出 か ま最大とな 5 0
本所要 とは･q-F-3000･ク有毎度主演封するfl巧′市販
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笛2図 Vop--△Tの関係
Th;gh融 之LZj,fz･ノVopり安勤が･せC･,Th;gh-ワOoCで･はfO%程度Ez嫁L･fl｡-オ.qF-3000
は Th;sh-50oC以 下 t.･は Vopウ貰軌まはとんとIRうitす'′Th･gh-iO℃以 上 で･ん賓動牢 は 2
･/･以下t.･あう｡まflVopゥ4LEilZも大きな差が見;jt.
95ち ～ilo/程度9碩 lすflな L･｡ カth､るVTopウ美男




いわゆる舌L層梯廷 Ttl･あ ')′グラファイ トCD三:女,元的
頼剛性9奄建つ度合 L･は頼 o)乙姫 L･ ｡ 一方′ 骨治 り
内申尭抽 ま南繊細 こい 4-Lei?こ大 きな弟 は 3fうれ
す 士 と し てブ リッジ19形TaF･(ヱ嫉みLfzも9として∫
建萌される｡
次L乙 . 第5圧恒 過度差電池優越 はGf-3000を棄て
んした錦9功罪と示す｡計寛唾 と LZJ託され5新 兵
(京急度差電池圭BrL9品榛骨極として鰯 U真宗序曲
綿 を梗 'Z空論式ヵ､ら尊 l`fzも9Zt･あ り,鰯 距 骨
植 i之禿てんです､,骨解凍')み9場合9骨池場励 ヱ如
きする.-牙 ,測東伯 こして示されるcDは年F-3000
と荷極可 ･Og充てんL･fz場合9使 zLl鋸 ｡
二本まこ･.ノ木骨沖9エネルギ∴貢塘メカニス.-Lll1
第占師 Z7Ttすような膚;池点種 〆てよ7 そ英膚力を腐生
することを示L,た｡二やβγzIP給埴こせ池突刺jL_Eic)
差が騨 昏倒 垂とが ん Lfz効果で虜 う｡つまソVop
とよLj大きくすうfl申IZはイン7-カ L-I/ヨンが
如 ifd･繊細が女子ましく′qF-3000は有線斉騨 餌 比
粟 してよソ霧あて･あうと思われる｡
本脅池 そ･はすF1300と使節して南極温度差gooC9
素描ご･麻殻骨庄 184仰VJ軸 脅舟 o仰A911カを絹
fl.エネルギー 賓夜毎孝は熱カノ賢第2諸賢日工支配 {
れ 紺 0ンここ便 L,が政教的但 `･温度差 で･鋸 不可冒Et.I
カリ暴利周 とfd-フてi･う顔 室温柚 (や大鏡勲,地熱
なt･LPL･わ ゆる使軍勢 エネルギ､-へうPE間が卵絡さ
i,Lう3
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